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〈
賛
　
成
〉

期待すること・期待すること・
課題と考えること課題と考えること
期待すること・期待すること・
課題と考えること課題と考えること

空
家
対
策
・
子
育
て
支
援
充
実

�

関
根　

清
隆�

議
員

　

借
金
返
済
６
億
円
が
十
数
年
続
く
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
あ
る
程
度

福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
姿
勢
は

評
価
で
き
る
。
こ
れ
で
ど
う
に
か
世

間
並
。
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
補
助

あ
り
。
議
会
の
Ｄ
Ｘ
化
に
期
待
。

人
口
減
少
「
パ
イ
の
奪
い
合
い
」

�

日
坂　

和
久�

議
員

　

令
和
６
年
度
は
、
少
子
化
対
策

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
基
に
、
遅
ま

き
な
が
ら
子
育
て
支
援
策
及
び
移
住

推
進
の
再
生
・
構
築
に
力
を
入
れ
る

予
算
編
成
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
、
近
隣
市
町
で
は
既
に
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
事
業
で
も
あ

り
、
他
市
町
に
な

い
鳩
山
の
魅
力
を

打
ち
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
太
刀
打

ち
で
き
な
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
、

�

町
が
直
接
実
施
す
る
事
に

�

森　

利
夫�

議
員

　

今
年
度
か
ら
介
護
保
険
事
業
と
し

て
、
町
が
予
算
案
を
計
上
し
た
。
補

助
額
や
配
食
数
等
の
課
題
は
多
い
が

期
待
し
て
見
守
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
、
で
も
…

�

清
水　

秀
幸�

議
員

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減

や
少
子
化
対
策
を
目
的
に
、
全
国
の

自
治
体
で
進
む
給
食
費
の
無
償
化
。

で
も
、
財
政
状
況
に
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
「
食
の
権
利
」
保
障
に
自
治
体

格
差
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
。
給
食

費
の
無
償
化

は
義
務
教
育

の
無
償
性
の

観
点
か
ら
国

の
責
任
で
全

国
の
給
食
費

の
無
償
化
を
。

新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る

�

予
算
に
な
っ
た

�

中
山　

明
美�

議
員

　

給
食
費
無
償
実
施
・
Ｄ
Ｘ
の
導
入
・

レ
イ
ン
ボ
ー
協
議
会
加
入
・
鳩
山
幼

稚
園
３
年
保
育
等
、
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
予
算
に
な
っ
た
。

　

福
祉
文
教
委
員
会
で
も
視
察
研
修

に
行
っ
た
産
後
ケ
ア
事
業
が
始
ま
る

こ
と
も
評
価
で

き
る
。

　

幼
稚
園
の
給

食
費
無
償
化
に

向
け
て
早
期
実

現
を
望
む
。

水
路
改
修
で
き
れ
い
な
道
に

�

小
鷹　

房
義�

議
員

　

北
部
地
域
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
、

ち
ょ
っ
く
ま
隣
の
水
路
改
修
が
か
か

せ
ま
せ
ん
。
２
年
後
に
は
、
遊
歩
道

を
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

移
住
推
進

便
利
な
街
に
負
け
る
な
‼

給食無償化　国は推進を

辻川再生

　

多
年
に
渡
り
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
と
地
元
対
策
事
業
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
た
め
、

移
住
推
進
事
業
等
が
手
薄
に
な
っ

て
い
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
子
育
て
支
援

策
及
び
移
住
推
進
に
繫
が
る
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
、
全
町
民
に
包

括
的
支
援
事
業
を
推
進
さ
せ
「
暮

ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
堅
実
な
方
向
性
の

予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
。

�

（
日
坂
）

　

保
育
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
、

産
後
ケ
ア
支
援
等
の
少
子
化
・
子

育
て
支
援
、
そ
し
て
、
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
助
成
等
の
金
額
の
多
寡

に
関
わ
ら
ず
、
町
民
に
と
っ
て
関

心
の
高
い
も
の
に
目
を
向
け
た
予

算
に
評
価
。

　

ま
た
、
農
業
担
い
手
育
成
を
目

指
す
補
助
金
制
度
な
ど
各
分
野
に

配
慮
し
た
予
算
編
成
で
、
効
果
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
期
待

す
る
。�

（
清
水
）

一
般
会
計
予
算
討
論

予算審査特別委員会にて審査しました。
質疑、そして議員間で自由討議をして、
評価すべきところ、問題点や課題につい
て意見を出し合いました。議員一人ひと
りの予算に対する思いをお知らせします。

見守りを兼ねた
配食サービスの一例

はとやま議会だよりNo.164　23　はとやま議会だよりNo.164



ここに注目！ここに注目！ここに注目！ここに注目！

情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入

�

石
井　

計
次�

議
員

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
子
育

て
支
援
ア
プ
リ
導
入
事
業
他
、
議
会

へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
。

　

今
後
、
町
の
D
X
化
は
加
速
。
費

用
対
効
果
と
共
に
活
用
力
も
問
わ
れ

る
。

〈
反
　
対
〉

町
民
の
幸
せ
度
を
ア
ッ
プ
し
、

�

移
住
者
増
に
！

�

野
田�

小
百
合�

議
員

　

小
中
学
校
給
食
の
無
償
化
を
は
じ

め
、
０
～
２
歳
の
第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
償
化
、
産
後
ケ
ア
な
ど
、
こ

ど
も
関
連
の
施
策
が
充
実
し
た
。
更

な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
期
待
し
、

移
住
者
増
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

予
算
に
対
し
て
思
う
事

�

根
岸　

富
一
郎�

議
員

　

行
政
は
、
非
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
つ
い
て
『
無
頓
着
だ
な
』
と

思
う
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務

費
や
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入

れ
る
。

　

こ
れ
で
は
、

「
業
者
が
名

簿
を
見
せ
て

く
れ
」
な
ど

の
要
求
に
応

え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

投
資
に
見
合
う
成
果
を

�

石
井　

徹�

議
員

　

子
育
て
支
援
策
他
、
評
価
で
き
る

も
の
も
多
数
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
大
型
投
資

に
よ
る
過
度
な
財
政
負
担
に
対
し
、

北
部
地
区
の
移
住
推
進
や
新
規
施
設

の
活
用
等
、
投
資
に
見
合
う
だ
け
の

成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

他
に
も
企
業
誘
致
、
重
郎
橋
周
辺

整
備
等
に
つ
い
て

も
、
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
進
展
は

な
い
。
将
来
展
望

を
し
っ
か
り
把
握

し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

や
っ
と
３
年
保
育
が
始
ま
っ
た

�

鳩
山
幼
稚
園

�

松
浪　

健
一
郎�

議
員

　

い
ま
さ
ら
少
子
化
対
策
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
？
15
年
以
上
も
前
か
ら
子

育
て
施
策
の
充
実
が
大
事
だ
と
訴
え

て
き
た
が
、
遅
す
ぎ
る
。
や
っ
と
他

の
市
町
に
追
い
つ
い
た
だ
け
。

　

子
育
て
世
代
の
移
住
を
促
す
の
な

ら
、
更
な
る
活
性
化
施
策
が
必
要
だ
。

よ
う
や
く
少
子
化
対
策
に
重
点
を

�

大
賀　

広
史�

議
員

　

置
い
た
点
は
評
価
で
き
る
。
整
備

し
た
ハ
コ
モ
ノ
の
活
用
が
で
き
て
お

ら
ず
、
作
っ
て
お
し
ま
い
の
指
定
管

理
者
任
せ
の
運
営
で
は
立
ち
い
か
な

く
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
税
金
で
補
助
金
や
管

理
費
を
出
す
ば

か
り
で
は
な
く
、

公
民
連
携
で
町

お
こ
し
や
地
域

活
性
化
を
考
え

て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

タブレット端末

プライバシー保護を

赤字経営のちょっくま

　

昨
年
の
予
算
の
時
は
、
給
食
費

の
助
成
は
２
千
円
だ
っ
た
が
、
令

和
６
年
度
の
予
算
で
は
完
全
無
償

化
と
な
っ
た
。
財
政
の
厳
し
い
中
、

給
食
完
全
無
償
化
の
強
い
意
志
を

感
じ
た
。

　

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助
成
、

産
後
ケ
ア
事
業
、
新
た
に
鳩
山
小

学
校
で
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
も

始
ま
る
。
よ
り
安
定
し
た
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
、
一

般
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
中
山
）

　

北
部
地
域
活
性
化
の
借
金
の
た

め
、
毎
年
６
億
円
程
度
の
返
済
が

十
数
年
続
く
こ
と
と
な
る
。
結
果

新
し
い
事
業
に
回
す
お
金
も
乏
し

く
、
厳
し
い
時
代
が
続
く
が
、
そ

の
中
で
、
私
は
じ
め
多
く
の
議
員

が
要
求
し
て
き
た
学
校
給
食
の
無

償
化
や
、
空
家
対
策
・
移
住
者
向

け
各
種
補
助
金
等
の
施
策
が
あ
る

程
度
盛
り
込
ま
れ
、
課
題
解
消
に

前
向
き
な
予
算
だ
と
評
価
で
き
る
。

�

（
関
根
）

　

反
対
の
理
由
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
事
務
費
や
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
。
こ

れ
で
は
、「
業
者
が
名
簿
を
見
せ

て
く
れ
」
な
ど
の
要
求
に
応
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
。

�

（
根
岸
）

令和６年度
当初予算

ある日の給食（町HPより）
鳩山の安心・安全な野菜を

もっと給食に

活性化を望む、総工費約8
億円の泉井交流体験エリア
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一般会計予算　54億8,400万円一般会計予算　54億8,400万円

第１回定例会

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
２８
日
か
ら
３
月
１２
日
ま
で
の
１4
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の

承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
１１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
６
件
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算
の
議
定

に
関
す
る
も
の
６
件
、
町
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
関
す
る
も
の
１
件
の
合
計
２6
議
案
で
、
全
て
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
国
立
女
性
教
育
会
館
の
存
続
を
要
望
す
る
意
見
書
」、「
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
増
額
等
を
求
め
る
意
見
書
」
が
発

議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　予算審査特別委員会の設置に先立ち、令和６年度の
一般会計予算案について、町長・教育長に総括的な質
疑を行いました。
　議員本人が要約し、執筆した原稿を掲載しています。総括質疑　４議員が登壇

町長に問う町長に問う！！

問　
予
算
総
額
の
中
で
義
務

的
経
費
と
、
そ
れ
に
準
ず
る

支
出
を
差
し
引
い
た
残
額
で

実
施
で
き
る
事
業
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
町
長
と
し
て

予
算
編
成
結
果
の
評
価
は
い

か
が
か
。

答　
義
務
的
経
費
等
は
約
24

億
円
。
差
し
引
い
た
残
額
は

30
億
８
千
万
円
ほ
ど
。
使
途

は
辻
川
整
備
、
町
道
第
一
号

線
整
備
、
学
校
給
食
費
無
償

化
、
子
育
て
世
帯
移
住
・
定

住
促
進
、
た
め
池
整
備
、
帯

状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
な
ど
。

限
ら
れ
た
財
源
を
、
こ
れ
ら

事
業
に
効
果
的
に
配
分
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
れ
ら
投
資
的
経
費
の

合
計
は
４
億
円
程
度
で
投
資

的
経
費
は
少
な
く
な
い
か
。

答　
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途

予
算
書
等
資
料
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問　
町
の
幸
福
度
は
２
年
連

続
で
全
国
一
位
と
な
っ
た
が
、

２
０
２
３
年
は
ベ
ス
ト
テ
ン

に
も
入
っ
て
い
な
い
。
住
み

続
け
た
い
ま
ち
部
門
で
は
、

順
位
す
ら
探
せ
な
い
。
令
和

６
年
度
予
算
で
は
、「
暮
ら

し
に
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
～

住
ん
で
み
た
い
・
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指

し
、
各
種
重
点
施
策
に
取
り

組
む
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

が
、「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
に
い

か
に
繋
が
る
の
か
、
希
望
的

で
は
な
く
実
現
性
を
伺
う
。

答　
幸
福
度
ラ
ン
ク
が
下
が

り
残
念
に
思
う
。
令
和
６
年

度
は
福
祉
的
支
援
、
防
災
・

防
犯
対
策
を
含
め
た
安
心
・

安
全
・
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

を
継
続
し
、
幸
福
を
感
じ
る

施
策
を
行
う
。
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、
移
住
推
進

を
重
点
に
置
き
た
い
。

問　
大
雨
対
策
に
つ
い
て
引

き
続
き
取
り
組
む
と
の
こ
と

だ
が
、
重
郎
橋
架
け
替
え
を

含
む
県
道
岩
殿
・
岩
井
線
改

良
工
事
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
度
は
町
長
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

答　
平
成
27
年
度
の
県
と
の

覚
書
に
基
づ
き
用
地
交
渉
を

進
め
て
い
る
が
、
年
数
が
経

過
し
て
お
り
、
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
国
・
県
・
町

で
連
携
促
進
協
議
会
を
発
足

し
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
９
年
も
経
過
し
て
遅
々

と
し
て
進
捗
し
て
い
な
い
。

町
長
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
、

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

協
議
会
に
参
加
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。

答　
実
務
を
担
う
担
当
者
レ

ベ
ル
の
会
議
な
の
で
出
席
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
事
務
所

長
等
に
は
要
請
し
て
い
る
。

問　
令
和
６
年
度
基
金
残
高

は
ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で
い

る
の
か
、
ま
た
、
積
立
目
標

額
は
あ
る
の
か
。

答　
財
調
基
金
が
７
億
２
千

万
円
、
減
債
基
金
が
１
億
１

千
万
円
、
庁
舎
等
改
修
基
金

が
１
億
４
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
積
立
目
標
額
は
、

特
に
定
め
て
い
な
い
が
、
財

調
基
金
は
８
億
円
程
度
の
残

高
を
確
保
し
た
い
。

問　
町
税
の
年
々
減
少
が
見

込
ま
れ
る
一
方
、
年
々
増
加

す
る
社
会
保
障
費
関
係
の
義

務
的
経
費
が
歳
出
の
大
き
な

部
分
を
占
め
る
中
、
一
般
財

源
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

答　
町
所
有
未
利
用
財
産
の

公
売
実
施
、
町
債
発
行
抑
制
、

公
債
費
削
減
等
の
取
り
組
み
、

今
後
は
企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
確
保
、
移
住
定
住
の
促
進

施
策
に
よ
り
財
源
を
確
保
。

地域活性化を加速せよ！地域活性化を加速せよ！

関
根
　
清
隆 

議
員

大
賀
　
広
史 

議
員

日
坂
　
和
久 

議
員

清
水
　
秀
幸 

議
員
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予
算
審
査

特
別
委
員
会

１
日
目

予
算
審
査

特
別
委
員
会

２
日
目

歳
　
入

社
会
体
育
施
設
利
用
料

問　
社
会
体
育
施
設
使
用
料

４
４
０
万
円
の
予
算
計
上
だ

が
、
来
年
度
は
レ
イ
ン
ボ
ー

協
議
会
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

町
外
か
ら
の
利
用
者
数
も
増

え
る
の
で
は
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
過
去
の
水
準
か
ら

み
て
も
５
０
０
万
円
を
超
え

る
の
で
は
。

答　
積
算
は
、
現
在
の
利
用

状
況
を
見
て
計
上
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
繰
入

金問　
こ
の
基
金
か
ら
給
食
費

無
償
化
の
た
め
の
原
資
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
等
を

支
出
す
る
訳
だ
が
、
４
２
５

５
万
円
繰
り
入
れ
る
と
予
算

案
で
計
上
し
て
も
、
実
際
は

令
和
６
年
度

�

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

�

特
別
会
計
予
算

か
な
り
不
足
す
る
こ
と
と
見

込
ま
れ
る
。
現
在
の
基
金
残

高
は
い
く
ら
か
。

答　
令
和
５
年
度
末
で
１
億

円
ほ
ど
の
残
高
で
、
不
足
分

を
取
り
崩
し
て
い
く
。

歳
　
出

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

問　
10
万
円
の
補
助
の
対
象

と
金
額
は
。

答　
小
学
６
年
生
ま
で
の
児

童
及
び
６5
歳
以
上
の
高
齢
者

を
想
定
し
て
お
り
、
上
限
金

額
は
２
０
０
０
円
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
WI-

FI

導
入
工
事

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル

シ
ェ
に
は
、
す
で
に
設
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
施

設
全
体
、
各
部
屋
に
整
備
す

る
こ
と
で
、
役
立
つ
情
報
発

信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

子
育
て
世
帯
移
住
・
定
住
促

進
補
助
金

問　
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　
子
育
て
世
帯
（
1８
歳
未

満
の
子
ど
も
を
養
育
）
が
町

に
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
に

住
宅
を
取
得
し
た
場
合
、
１

世
帯
に
最
大
40
万
円
補
助
す

る
。

問　
新
年
度
か
ら
の
生
活
の

た
め
に
、
３
月
末
に
転
居
し

た
場
合
は
対
象
に
な
ら
な
い

の
か
。

答　
現
状
で
は
新
年
度
か
ら

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
要
望
が

多
け
れ
ば
少
し
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
支
援
業
務

問　
委
託
料
55
万
円
の
内
訳

は
。

答　
人
件
費
が
15
日
間
で
27

万
円
、
交
通
費
が
３
万
円
、

消
耗
品
が
20
万
円
。
山
村
学

園
短
期
大
学
の
先
生
と
学
生

が
保
育
ス
タ
ッ
フ
。
夏
休
み

中
の
10
日
間
開
催
し
、
会
場

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
予
定
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
山
村
短
大
と
協
議
し
、

保
護
者
に
も
意
見
を
聞
き
た

い
。

議
会
Ｄ
Ｘ

問　
議
会
の
Ｄ
Ｘ
推
進
構
築

費
６
３
６
万
円
は
国
庫
交
付

金
を
活
用
し
て
議
会
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
て
い

た
だ
く
が
、
配
布
及
び
運
用

開
始
は
い
つ
か
ら
か
。

答　
令
和
６
年
12
月
議
会
で

運
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

問　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
事
業
を

町
が
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と

か
。

答　
現
状
を
引
き
継
ぎ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
現
在
の
利
用
者
数
は
14

人
、
負
担
額
は
５
０
０
円
と

の
こ
と
だ
が
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
が
１
２
０
０
人
い

る
の
に
、
14
人
の
利
用
者
で

は
町
の
事
業
と
し
て
の
意
味

が
な
い
。
利
用
者
の
負
担
額

に
つ
い
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
の
で
は
。

答　
諸
物
価
の
高
騰
等
も
考

慮
し
て
、
安
定
し
た
運
営
の

た
め
に
社
協
の
事
業
を
継
続

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　
被
保
険
者
数
の
推
移
は
。

答　
10
年
前
が
５
０
８
８
人

で
、
令
和
２
年
度
が
３
９
７

３
人
、
令
和
３
年
度
が
３
８

０
４
人
、
令
和
４
年
度
は
３

５
０
８
人
。

問　
相
当
数
減
少
し
て
い
る

が
、
要
因
は
何
か
。

答　
当
町
の
特
徴
と
し
て
団

塊
の
世
代
が
多
く
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
て

い
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助

成問　
対
象
者
は
。

答　
50
歳
以
上
の
希
望
す
る

方
に
、
ビ
ゲ
ン
（
生
水
痘
ワ

ク
チ
ン
）
５
０
０
０
円
を
30

人
に
１
回
接
種
、
シ
ン
グ

リ
ッ
ク
ス
（
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
）
５
０
０
０
円
を
77
人
に

２
回
接
種
す
る
予
定
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

問　
５
０
７
万
３
千
円
は
、

今
宿
小
学
校
と
鳩
山
小
学
校

の
２
校
分
な
の
か
。

答　
鳩
山
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
開
設
に
必
要
な
備
品
等

の
事
業
経
費
を
計
上
し
た
。

な
お
、
亀
井
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
運
営
委
員
会
等
で
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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遊具が撤去された公園

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

問　
被
保
険
者
数
の
推
移
は
。

答　
令
和
２
年
度
２
８
３
８

人
、
令
和
３
年
度
２
９
６
１

人
、
令
和
４
年
度
３
２
３
１

人
と
非
常
に
増
え
て
い
る
。

問　
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
が
減
額
と
な
り
、
在
宅

介
護
が
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
、
居
宅
介
護

に
か
か
る
福
祉
用
具
や
住
宅

改
修
の
予
算
が
も
っ
と
必
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
後
状
況
に
よ
っ
て
、

補
正
予
算
を
組
ま
せ
て
い
た

だ
く
。

問　
保
険
料
改
定
に
配
慮
し

た
の
か
。

答　
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
で

保
険
料
の
算
出
を
行
う
と

４
８
０
０
円
。
介
護
給
付
費

の
支
払
い
準
備
基
金
の
活
用

等
を
行
い
、
標
準
の
基
準
介

護
保
険
料
を
４
３
０
０
円
と
、

５
０
０
円
の
値
上
げ
と
し
た
。

問　
内
部
留
保
金
か
ら
捻
出

す
る
老
朽
管
の
更
新
工
事
の

来
年
度
の
予
定
は
。

答　
４
２
０
メ
ー
ト
ル
を
予

定
し
て
い
る
。

学
童
保
育

問　
体
育
館
や
余
裕
教
室
を

使
用
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

は
聞
い
て
い
る
。
保
護
者
の

方
と
の
話
し
合
い
は
。

答　
令
和
６
年
度
は
、
余
裕

教
室
が
使
え
な
い
事
情
が
あ

り
、
他
の
施
設
を
利
用
し
て

対
応
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
協
議
中
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種

問　
報
償
費
と
し
て
接
種
医

師
報
償
、
接
種
の
状
況
は
。

答　
医
師
等
の
報
償
１
６
５

万
７
０
０
０
円
を
減
額
す
る
。

集
団
接
種
回
数
は
13
回
。
予

定
よ
り
も
多
く
実
施
し
た
が
、

希
望
者
が
想
定
よ
り
も
少
な

く
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の

依
頼
人
数
、
時
間
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
残
が
生
じ

た
も
の
。

学
校
給
食
費

問　
賄
い
材
料
費
が
価
格
高

騰
の
関
係
で
、
１
８
０
万
円

増
額
補
正
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
光
熱
水
費
が
そ
れ

ぞ
れ
電
気
、
ガ
ス
１
９
０
万

円
の
減
額
。
予
算
額
に
対
し

て
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
見
込

み
な
の
か
。

答　
こ
の
減
額
と
合
わ
せ
て
、

賄
い
材
料
費
の
学
校
給
食
食

材
費
町
支
援
分
を
予
算
を
組

み
替
え
る
と
い
う
意
味
で
、

１
８
０
万
円
増
額
し
て
い
る
。

遊
具
撤
去
工
事

問　
１
９
８
万
円
の
予
算
に

対
し
て
、
使
っ
た
の
が
70
、

８0
万
ぐ
ら
い
。
今
後
、
子
ど

も
の
遊
び
場
で
あ
る
遊
具
の

撤
去
に
つ
い
て
計
画
が
あ
る

の
か
。

答　
赤
沼
地
内
の
公
園
２
箇

所
、
遊
具
撤
去
は
見
積
り
よ

り
、
低
廉
に
で
き
た
。

　

地
域
と
し
て
不
要
で
あ
る

と
い
う
判
断
を
い
た
だ
い
た

場
合
、
撤
去
を
進
め
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
予
算

令
和
５
年
度　

鳩
山
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

値
上
げ
す
る
よ
り
、
準
備

基
金
を
充
当
す
べ
き
だ

�

（
根
岸
）

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
さ
ら
な

る
構
築
と
と
も
に
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
の
改
善
と
育
成

が
喫
緊
の
課
題
だ
。
町
と
し

て
も
今
後
も
持
続
可
能
な
介

護
保
険
に
つ
い
て
対
応
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
野
田
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

■上熊井農産物直売所（ちょっくま）
　�５億円以上かけて整備した、上熊井農産物直売所に年間
2600万円以上の支出をして、なおも赤字経営との状況に、
今後、水辺の広場と東山沼散策路等の整備により、買い
物だけではない観光資源としての整備によって賑わいが
創出されるよう期待したい。
■ハコモノ行政
　�この10年続けてきたハコモノ整備で作っておしまい、
活用されていない。亀井農村センターはほとんど活用さ
れておらず、８億円かけて整備した泉井交流体験エリア
や多世代活動交流センターの多目的集会室なども活用さ
れている様子が見られない。

■窯跡整備
　�南比企窯跡群の保存・活用計画について、保存だけなら
埋蔵文化財なので埋めておけばそのままでよいわけで、
どのように活用するかという視点が必要で、ものづくり
の拠点として農村公園を新たに位置づけ、活性化拠点施
設を点ではなく、面でとらえた連携の一つの足場として
窯跡をとらえていくべき。
■子育て施策①
　議会からは10年以上前から３年保育やファミリーサ
ポート事業等については、散々提案してきた。今頃、
ようやくという感じ。

■子育て施策②
　�給食費無償化に踏み切ったことは評価できるが、自治体
同士の消耗戦になってしまって、鳩山のように財政が厳
しい自治体にとっては財源調達が厳しくなっていくの
で、国が手当てしていくべき。

自由討議自由討議

定例会　その他の議案
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
等
の
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

はとやま議会だよりNo.164　67　はとやま議会だよりNo.164



国立女性教育会館　本館
出典：国立女性教育会館ホームページ

（https://www.nwec.jp/）

問　
会
社
が
払
っ
て
い
る
分
を

国
庫
負
担
に
す
る
と
い
う
こ
と

か
。

答　
国
庫
負
担
と
し
て
払
っ
て

も
ら
い
た
い
。

問　
国
庫
負
担
率
を
上
げ
る
財

源
は
。

答　
消
費
税
。
社
会
保
障
を
進

め
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
税
率

を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

問　
消
費
税
を
使
っ
て
、
国
保

の
財
源
に
充
て
る
と
考
え
る
と
、

税
の
公
平
性
に
欠
け
る
よ
う
に

感
じ
る
。
消
費
税
が
10
％
か
ら
、

こ
れ
を
理
由
に
11
、
12
、
13
と
、

増
税
議
論
が
盛
り
上
が
っ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
。

　

将
来
的
な
国
民
の
負
担
が
さ

ら
に
増
え
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

答　
保
険
税
が
こ
れ
か
ら
上

が
っ
て
い
く
な
か
、
国
が
負
担

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
、
本
意

見
書
を
提
出
し
た
。

令
和
5
年
度
鳩
山
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

令
和
５
年
度
鳩
山
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

本
意
見
書
は
前
期
高
齢
者
の

保
険
料
の
軽
減
を
求
め
て
い
る

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
年
収
の
１
割
近
い
負
担
と
な

り
、
物
価
高
の
中
、
こ
れ
こ
そ

軽
減
す
べ
き
で
、
偏
っ
た
意
見

書
と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
で
き

な
い
。�

（
関
根)

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
の
補
助

金
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

�
（
根
岸
）

　

住
民
へ
返
す
べ
き
お
金
等

を
予
算
措
置
し
て
い
な
い
。

�

（
根
岸
）

　

準
備
基
金
を
一
度
被
保
険

者
へ
返
す
補
正
予
算
に
な
っ

て
い
な
い
。�

（
根
岸
）

　

こ
の
施
設
は
男
女
共
同
参

画
社
会
推
進
の
た
め
に
大
き

な
貢
献
を
し
て
き
た
。
図
書

館
に
は
、
女
性
に
関
わ
る
た

く
さ
ん
の
蔵
書
と
男
女
共
同

参
画
の
歴
史
的
資
料
や
、
自

治
体
や
大
学
で
の
過
去
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
貴
重
な

資
料
が
展
示
・
保
管
さ
れ
て

い
る
。
移
転
の
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
持
っ
て
行

く
の
は
ア
ー
カ
イ
ブ
だ
け

と
も
聞
く
。
今
後
、
会
館
を

周
知
し
、
使
い
や
す
く
す
る

な
ど
の
工
夫
を
し
、
現
在
の

施
設
を
存
続
さ
せ
る
べ
き
だ
。

�

（
野
田
）

　

令
和
５
年
度
の
国
保
税
率
は

11
・
93
パ
ー
セ
ン
ト
だ
。
令
和

６
年
度
か
ら
統
一
料
金
化
が
始

ま
り
、
増
税
に
よ
っ
て
被
保
険

者
の
負
担
は
増
す
。
被
保
険
者

の
負
担
能
力
に
応
じ
た
財
政
支

援
及
び
財
政
基
盤
の
確
立
を
求

め
る
。�

(

根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

　昭和52年に設立された国立女性教育会館は
長い歴史を有する施設であり、幼児から高齢
者まで幅広く様々な形で利用されてきまし
た。我が国唯一の女性教育に関するナショナ
ルセンターとして、女性教育、男女共同参画、
社会推進に大きく貢献してきました。
　鳩山町議会としては、これからも現在地に
おいて国立女性教育会館が存続することを強
く願い、本案を提出するものであります。

　国民健康保険制度は、国民皆保険のセイフティネットとし
て我が国の公的医療保障の砦である。
　しかし、国民健康保険制度設立当初とは年齢構成や所得階
層割合が異なり、被保険者にとっては負担能力を超えた保険
税水準となっている。年齢構成は65歳から74歳の前期高齢者
が45.4％に及び、加入者の43％が無職である。高齢化に伴い
医療費も増大しており、保険税負担も増大している。組合健
保や協会けんぽと比べて、同じ収入でも負担は２倍以上に
なっている。
　1984年までは、かかった医療費の45％が国庫負担であった
が、それ以降、大幅に引き下げられている。そのことが国保
財政を硬直化させ、運営を厳しくする原因となっている。
　現在予定されている国保都道府県単位化による市町村保険
税水準の平準化の政策は、国保税の大幅値上げを伴う。
　また国民健康保険税においては他の保険と異なり、こども
にも均等割を課すこととなっている。多子世帯ほど重い負担
となる。子育て施策の充実を様々に進めている我が国として
は、18歳までのこどもの均等割全額免除に踏み切るべきであ
る。
　よって国民健康保険被保険者の負担能力に応じた負担水準
とする財政支援及び財政基盤の確立を求める。
　鳩山町議会は、以下について早急な実施を求める。

記
１．国民健康保険制度に係る国庫負担率を上げ、他の被用者
保険と均等な被保険者の負担率とすること。
２．子育て世代に対する財政支援として実施されている未
就学児均等割保険料の減額措置を18歳までの子どもに拡大
し、減額割合を５割から全額（10割）に拡充すること。

国立女性会館の存続を国立女性会館の存続を
要望する意見書要望する意見書

国民健康保険に対する国庫負担の国民健康保険に対する国庫負担の
増額等を求める意見書増額等を求める意見書

全会一致で可決

賛成多数で可決

はとやま議会だよりNo.164　67　はとやま議会だよりNo.164



「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長　欠は欠席

令和６年第１回定例会�議案

議 員 氏 名

審議

結果

清
水　

秀
幸

関
根　

清
隆

中
山　

明
美

日
坂　

和
久

小
鷹　

房
義

森　
　

利
夫

松
浪
健
一
郎

野
田
小
百
合

石
井　

計
次

根
岸
富
一
郎

大
賀　

広
史

石
井　
　

徹

町　
　
　

長　
　
　

提　
　
　

出

専決処分の承認（令和５年度一般会計補正予算（第７号）） 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

犯罪被害者等支援条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

監査委員に関する条例及び水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

介護保険条例の一部改正
３年に一度の介護保険料改正により、基準額を4,300円とする 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
書面掲示の見直しや身体拘束等の適正化の推進などの追加 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正
介護予防サービス施設等における書面掲示の見直しや、身体拘束等の適正化の推進などの追加

〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正
居宅介護支援事業者が町からの指定を受けることを可能とするため

〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の一部改正
介護支援専門員一人あたりの取扱件数の見直しを行うため 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ● 〇 〇 〇 議 原案可決

水道事業給水条例及び水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

総合福祉センターの指定管理者の指定
社会福祉法人　鳩山町社会福祉協議会を３年間指定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 議 原案可決

令和５年度一般会計補正予算（第８号）の議定
歳入歳出それぞれ9,545万8千円を追加 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和５年度国民健康保険特別会計補正予算(第３号)の議定
歳入歳出それぞれ286万2千円を減額 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)の議定
歳入歳出それぞれ829万3千円を減額 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和５年度介護保険特別会計補正予算（第３号）の議定
歳入歳出それぞれ2,631万2千円を追加 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和５年度水道事業会計補正予算（第３号）の議定
収益的収入・支出196万6千円減額、資本的収入・支出1,025万5千円減額 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和５年度下水道事業会計補正予算（第４号）の議定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

町営土地改良事業の実施について 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和６年度一般会計予算の議定
歳入歳出総額54億8,400万円 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ● 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和６年度国民健康保険特別会計予算の議定
歳入歳出総額16億8,957万1千円 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和６年度後期高齢者医療特別会計予算の議定
歳入歳出総額3億8,537万7千円 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和６年度介護保険特別会計予算の議定
歳入歳出総額12億5,775万1千円 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和６年度水道事業会計予算の議定
収益的収入2億6,867万6千円、支出2億7,662万8千円 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和６年度下水道事業会計予算の議定
収益的収入1億1,975万円、支出9,232万5千円 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

税条例の一部を改正する条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

議
員
提
出

国立女性教育会館の存続を要望する意見書案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

国民健康保険に対する国庫負担の増額等を求める意見書案 〇 ● 〇 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

　

全
国
町
村
議
会
議
長

会
の
表
彰
規
程
に
基
づ

き
、
町
村
議
会
議
員
と

し
て
15
年
以
上
在
職
し

功
労
の
あ
っ
た
、
松
浪

健
一
郎
議
員
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

松
浪
健
一
郎�

議
員

自
治
功
労
者
表
彰

を
受
賞
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大賀　広史　議員

１　町の財政

２　空き家対策

３　クリーンセンターはとやま

関根　清隆　議員

１　�職員アンケート（仕事、上司、町長等に期

待するもの）を提案する

２　住民向けDXへの取り組みについて

３　GIGAスクールの課題は

４　悪臭問題について

松浪健一郎　議員

１　�令和７年度から、全ての団塊の世代が75歳

以上になる。認知症高齢者の増加が見込ま

れることから、地域包括ケアシステムの構

築が最重要課題と思われる。それを踏まえ

て介護保険制度のこれからについて

森　利夫　議員

１　企業誘致について

２　高齢者福祉について

日坂　和久　議員

１　防災・減災対策について

２　�窯跡群の保存・活用について（文化財を活

用した地域創生）

中山　明美　議員

１　�認知症を発症しても安心して暮らせる社会

づくりを

２　学校施設の老朽化対策・防災機能強化を

３　災害に備えて

清水　秀幸　議員

１　�老々介護、一人住まいの高齢者対策につい

て

２　�認知症などによる徘徊高齢者の行方不明者

対策について

３　不登校児への支援について

４　学校図書館・児童生徒の読書環境について

５　町内公共施設の整備について

根岸富一郎　議員

１　農業振興について

２　介護保険について

３　教育施設について

小鷹　房義　議員

１　特産品の販路拡大について

２　ふれあい農園について

野田小百合　議員

１　会計年度任用職員の状況について

２　�鳩山町における太陽光発電施設の設置状況

について

３　ゼロカーボン宣言について

４　まちづくり基本条例と住民参画について

石井　計次　議員

１　総合計画について

２　公有財産の利活用について

３　企業誘致について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　11議員が質問

町政を問う町政を問う!!

はとやま議会だよりNo.164　89　はとやま議会だよりNo.164



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

悪
臭
問
題
は
放
置
で
き
な
い
！

将
来
世
代
へ
の

ツ
ケ
が
・
・

関
根
　
清
隆 

議
員

大
賀
　
広
史 

議
員

町
の
財
政

問　
15
年
間
で
起
債
額
は
ど

れ
だ
け
増
え
た
の
か
。

答　
臨
時
財
政
対
策
債
を
含

め
て
約
3６
億
円
、
昨
年
度
ま

で
の
総
額
が
約
６5
億
円
。

問　
１
人
当
た
り
の
負
担
額

の
推
移
を
伺
う
。

答　
15
年
前
は
1８
万
円
で
昨

年
度
が
50
万
円
だ
。

問　
１
年
あ
た
り
の
返
済
額

の
推
移
を
伺
う
。

答　
15
年
前
が
４
・
６
億
円

で
昨
年
度
が
６
・
６
億
円
と

２
億
円
増
加
し
て
い
る
。

問　
令
和
２
年
第
１
回
定
例

会
で
、
議
会
が
財
政
健
全
化

と
起
債
残
高
減
少
に
関
す
る

決
議
を
可
決
し
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
は
財
政
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
。
15
年
前
の

財
政
水
準
に
戻
る
の
に
あ
と

何
年
か
か
る
見
込
み
か
。

答　
起
債
額
を
１
億
５
０
０

０
万
円
と
抑
え
て
見
積
も
っ

て
も
、
あ
と
10
年
は
か
か
る

見
込
み
だ
。

問　
後
年
度
に
借
金
を
負
担

す
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
１
人

当
た
り
の
背
負
う
借
金
は
増

額
す
る
だ
ろ
う
。
15
年
間
の

人
口
減
少
数
は
。

答　
15
年
で
約
２
７
０
０
人

減
少
し
た
。
今
年
の
２
月
現

在
で
１
万
２
９
６
２
人
。

空
き
家
対
策

問　
今
年
度
取
り
組
ん
で
い

る
特
定
空
家
の
状
況
は
。

答　
６
件
を
特
定
し
て
お
り
、

現
在
２
件
に
つ
い
て
指
導
・

助
言
通
知
を
出
し
た
。

問　
法
改
正
に
よ
り
、
管
理

不
全
空
家
の
創
設
で
、
自
治

体
首
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ

た
。
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し

て
自
治
協
力
団
体
と
の
連
携

協
定
を
提
案
す
る
。

答　
今
年
度
法
改
正
の
あ
っ

た
、
個
人
情
報
保
護
法
の
関

係
も
あ
り
、
制
限
が
あ
る
が
、

モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
職
員
の
意
識
、
期
待
す

る
上
司
や
町
長
像
を
職
員
に

聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
案
。

答　
毎
年
人
事
上
必
要
な
の

で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
取
っ
て
い

る
。
質
問
項
目
を
追
加
し
て

も
良
い
。
町
長
と
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に
し
、

職
員
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、

施
策
実
現
の
方
策
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。

問　
災
害
時
の
情
報
伝
達
で
、

ラ
ジ
オ
が
最
後
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
る
。
佐
久
市
の
『
さ

く
ス
テ
』
な
ど
で
そ
の
事
例

が
あ
る
が
い
か
が
か
。

答　
現
在
運
用
中
の
Ｌ
ア

ラ
ー
ト
で
は
、
県
の
災
害
支

援
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
れ
ば
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
に
発
信

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
引
き
続
き
効
果

的
な
手
段
を
検
討
す
る
。

問　
よ
り
詳
細
な
情
報
を
載

せ
た
災
害
時
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
配
布
を
求
め
る
。

答　
広
報
で
特
集
を
組
ん
で

い
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
事

例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
開

始
後
利
用
状
況
に
よ
る
学
習

格
差
や
、
課
題
な
ど
が
見
え

て
き
た
は
ず
だ
が
い
か
が
か
。

答　
学
習
格
差
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
健
康
面
で
は
30

分
ご
と
に
休
ま
せ
る
対
策
を

と
っ
て
い
る
。
教
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
課
題
。

問　
悪
臭
問
題
は
学
校
に

と
っ
て
も
、
移
住
推
進
に
も

マ
イ
ナ
ス
。
息
が
で
き
な
い

く
ら
い
不
快
感
が
あ
り
、
放

置
は
で
き
な
い
問
題
だ
。
事

業
者
と
住
民
両
者
に
利
す
る

対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

答　
本
町
の
条
例
で
は
悪
臭

発
生
元
に
対
し
て
、
助
言
・

指
導
で
き
る
が
、
具
体
的
基

準
が
な
い
。

問　
事
業
所
の
移
転
や
、
事

業
方
法
の
改
善
を
提
案
し
、

改
善
に
取
り
組
め
な
い
か
。

答　
様
々
な
指
導
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
。
基
本
的
に

は
事
業
者
が
自
ら
改
善
に
取

り
組
む
の
が
原
則
。

悪臭問題どうする
悪臭は事業者次第

悪臭

15年前の財政水準に戻るには

あと10年はかかる

町の借金

長
年
放
置
さ
れ
て
い
る
役
場
前
の

空
き
家

佐
久
市
の
携
帯
ア
プ
リ
画
面
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
か
ら
も
聞
け
る
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

や
っ
と
、
高
齢
者
福
祉

に
目
を
向
け
始
め
た
、

予
算
案
の
よ
う
だ

介
護
保
険
財
政
も

大
変
に
な
る
な
ぁ
…

見守り支援事業用　貸出機器

企
業
誘
致

問　
仮
宿
地
区
の
企
業
誘
致

の
現
状
は
。

答　
進
出
を
希
望
す
る
１
社

か
ら
具
体
的
な
相
談
を
受
け

て
い
る
が
、
事
業
者
等
の
公

表
は
控
え
る
。

問　
不
動
産
会
社
に
払
い
下

げ
を
し
た
、
町
道
の
入
金
予

定
は
。　
　

答　
今
年
の
３
月
末
ま
で
に

納
付
さ
れ
る
見
込
み
。

問　
開
発
区
域
の
地
権
者
に

は
、
い
つ
頃
土
地
代
金
が
支

払
わ
れ
る
の
か
把
握
し
て
い

る
か
。

答　
土
地
売
買
契
約
書
等
の

内
容
を
把
握
し
て
い
な
い
の

で
答
え
ら
れ
な
い
。

高
齢
者
福
祉

問　
高
齢
者
見
守
り
支
援
体

制
と
し
て
の
事
業
は
。

答　
主
な
も
の
と
し
て
、「
見

守
り
鳩
ネ
ッ
ト
」「
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
」
の
設
置
と

「
は
ー
と
ん
見
守
り
シ
ー
ル

交
付
事
業
」
が
あ
る
。
そ
の

他
に
も
民
生
委
員
や
介
護
保

険
事
業
等
に
様
々
な
見
守
り

が
あ
る
。

問　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

受
付
は
全
日
を
通
し
て
同
じ

業
者
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

答　
24
時
間
３
６
５
日
の
通

報
を
委
託
事
業
者
が
対
応
し

て
い
る
。

問　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
月
額

利
用
料
金
は
い
く
ら
か
。

答　
世
帯
の
年
収
に
も
よ
る

が
、
無
料
～
１
０
０
０
円
。

問　
今
年
度
か
ら
町
が
直
接

実
施
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

補
助
金
は
、
６5
歳
以
上
の
方

は
介
護
保
険
特
別
会
計
か
ら
、

他
の
方
々
は
一
般
会
計
か
ら
、

一
食
当
た
り
３
０
０
円
の
補

助
を
す
る
の
か
。

答　
見
守
り
事
業
を
展
開
す

る
た
め
、
そ
う
支
出
を
す
る
。

問　
個
人
の
負
担
額
は
。

答　
一
食
当
た
り
５
０
０
円
。

問　
利
用
者
数
の
見
込
み
は
。

答　
今
年
度
と
同
じ
年
間

５
０
０
０
食
を
見
込
ん
で
い

る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核

を
な
す
鳩
山
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

森
　
利
夫 
議
員

払下げ町道の代金はいつ入金
３月末頃までに納付見込

企業誘致

松
浪
健
一
郎 

議
員

介護保険料は値上げ？
500円の値上げを予定

介護保険制度

問　
令
和
７
年
度
か
ら
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
。

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
最
重
要
課
題
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
介
護
保
険

制
度
の
こ
れ
か
ら
と
、
認
知�

症
施
策
の
考
え
方
と
取
り
組

み
方
針
に
つ
い
て
。

答　
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、�

認
知
症
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
ま
た
、
若
年
性

の
認
知
症
も
増
加
し
て
い
る

状
況
だ
。
認
知
症
は
誰
で
も

成
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
家

族
が
認
知
症
に
な
る
こ
と
を

含
め
、
身
近
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
共
生
社
会
の
実
現

を
維
持
す
る
た
め
、
認
知
症

の
人
が
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
市
町
村

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

問　
認
知
症
予
防
に
関
す
る

活
動
計
画
は
。

答　
ま
ず
、
予
防
と
は
認
知

症
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
る

の
を
遅
ら
せ
る
、
進
行
を
緩

や
か
に
す
る
と
い
う
意
味
だ
。

栄
養
、
運
動
、
社
会
参
加
の

３
本
柱
を
鳩
山
モ
デ
ル
と
し

て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
認
知
症
の
早
期
発
見
の

対
策
は
。

答　
70
歳
75
歳
を
対
象
に
、�

認
知
症
検
診
、
認
知
症
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
。

必
要
に
応
じ
て
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
。

問　
認
知
症
カ
フ
ェ
等
、
新

し
い
施
策
は
。

答　
住
民
主
体
の
身
近
な
地

域
で
立
ち
寄
れ
、
参
加
で
き

る
サ
ロ
ン
等
、
設
置
場
所
、

運
営
形
態
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
、
基
準
額
が
値
上

げ
に
な
る
の
か
。

答　
３
８
０
０
円
か
ら
４
３

０
０
円
へ
値
上
げ
に
な
る
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

初
期
段
階
で
の
相
談
を

災
害
に
強
い
土
地
と
は
、
誰

が
言
っ
た
の
だ
ろ
う⋯

⋯

中
山
　
明
美 

議
員

日
坂
　
和
久 

議
員

理解を深める体験型教育を
みんなで取り組みを進めていきたい

認知症施策

「災害に強い」は希望的推察か

過去に大規模災害は無かった

災害に強い？

防
災
・
減
災
対
策

問　
鳩
山
の
地
は
災
害
に
強

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
何

の
調
査
が
根
拠
な
の
か
。

答　
町
は
強
い
弱
い
と
言
及

し
て
い
な
い
。
活
断
層
が
無

い
、
過
去
に
大
規
模
災
害
が

無
い
等
で
の
推
察
で
は
。

問　
Ｎ
Ｔ
地
区
で
優
先
度
評

価
か
ら
第
二
次
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
移
行
し
た
理
由
は
。

答　
擁
壁
・
路
面
に
裂
け
目

や
湧
水
痕
が
あ
り
、
押
出
変

状
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
た
こ

と
だ
。

問　
結
果
が
分
か
ら
な
い
と
、

適
確
な
防
災
計
画
が
作
れ
な

い
の
で
は
。

答　
調
査
結
果
次
第
だ
。

問　
町
が
想
定
し
て
い
る
震

度
６
弱
以
上
の
地
震
で
は
、

水
道
管
が
心
配
だ
。
耐
震
化

の
状
況
は
い
か
が
か
。

答　
総
延
長
41
㎞
だ
が
、
耐

震
化
は
10
％
に
満
た
な
い
。

問　
災
害
時
の
避
難
所
運
営

委
員
会
の
組
織
化
は
誰
が
行

う
の
か
。

答　
町
職
員
が
組
織
化
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
。

問　
誰
が
運
営
す
る
の
か
。

答　
避
難
者
自
身
だ
。

問　
発
災
時
、
い
き
な
り
運

問　
共
生
社
会
の
実
現
を
推

進
す
る
認
知
症
基
本
法
が
本

年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

認
知
症
に
関
す
る
市
町
村
計

画
の
策
定
が
努
力
義
務
化
さ

れ
て
い
る
。

　

鳩
山
町
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

関
連
す
る
施
策
と
包
括
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
第
９
期

の
鳩
山
町
高
齢
者
福
祉
総
合

計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、

鳩
山
町
認
知
症
施
策
推
進
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

問　
認
知
症
の
人
へ
の
理
解

を
深
め
る
体
験
型
教
育
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
、

町
内
の
小
学
校
児
童
が
、
認

知
症
に
関
す
る
講
義
の
後
、

認
知
症
の
方
に
「
何
が
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
を
児
童
の

皆
さ
ん
が
自
身
で
考
え
、
実

際
に
施
設
に
足
を
運
ん
で
交

流
す
る
と
と
も
に
、
実
践
的

な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

問　
今
後
、
実
践
的
な
取
組

の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
、
温

か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
大
人
の
み
で
は
な
く
、

小
学
校
・
中
学
校
や
大
学
生

等
も
含
め
て
、
今
後
も
各
種

の
事
業
等
に
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
認
知
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
状
況
は
い
か
が
か
。

答　
70
歳
及
び
75
歳
の
方
を

対
象
に
地
区
医
師
会
の
協
力

で
、
平
成
2８
年
度
よ
り
認
知

症
検
診
・
認
知
症
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
を

し
て
い
る
。

　

必
要
に
応
じ
て
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
い
る
。

営
に
当
た
る
こ
と
は
難
し
い

が
。

答　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

訓
練
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
災
害
弱
者
・
女
性
へ
の

配
慮
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
な

ど
は
平
時
か
ら
の
訓
練
が
必

要
で
は
。

答　
ま
ず
、
町
職
員
が
開

設
・
運
営
、
避
難
物
資
搬
送

等
の
訓
練
を
行
う
。
そ
れ
か

ら
、
地
域
の
実
情
に
適
合
さ

せ
た
町
民
と
の
合
同
訓
練
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
「
善
意
の
ト
リ
ア
ー
ジ
」

判
断
基
準
の
設
定
は
。

答　
受
援
計
画
に
の
っ
と
り

判
断
す
る
。

時
代
に
合
っ
た
見
直
し
が
必
要
な

部
分
が
あ
る
の
で
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
数
は
累
計
で
２
５
９
５
人

（
令
和
６
年
２
月
20
日
現
在
）
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

大
規
模
で
な
い

家
族
農
業
だ
け
ど

早
期
に
発
見
し
、

保
護
で
き
る
よ
う
に

根
岸
富
一
郎 
議
員

採算の取れる農業は
赤字にならない農業経営

農業振興

清
水
　
秀
幸 

議
員

徘徊高齢者を守るためGPS活用を
機器の導入や助成について検討したい

徘徊高齢者対策

問　
徘
徊
高
齢
者
の
安
全
確

保
や
介
護
者
の
負
担
軽
減
と

早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
Ｇ

Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
機
器
の
導
入
や
助
成

制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
う
。

答　
町
で
は
、
認
知
症
等
の

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
及

び
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

家
族
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
た
「
は
ー
と
ん

見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
」

を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
器
の
導
入
・
助
成
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
見
守
り
シ
ー
ル
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
な
る
べ
く
早
く
発

見
し
て
欲
し
い
、
保
護
し
て

欲
し
い
と
願
う
家
族
の
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
早
急
に

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
高
齢
者
に
合
っ
た
機
器

の
導
入
や
個
人
情
報
等
に
も

配
慮
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

学
校
図
書
館
・
読
書
環
境

問　
小
中
学
校
の
図
書
館
の

蔵
書
数
は
学
校
図
書
館
図
書

標
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か
。

答　
各
小
中
学
校
の
蔵
書
数

は
、
全
て
の
学
校
で
通
常
学

問　
採
算
の
取
れ
る
農
業
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

答　
大
規
模
化
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
や
希
少
性
の
あ
る

品
目
や
栽
培
に
よ
り
、
毎
年
、

付
加
価
値
を
生
む
生
産
だ
。

問　
里
山
を
活
か
し
た
農
業

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。

①
落
ち
葉
等
の
堆
肥
化

②
除
草

③
未
利
用
地
の
利
用

を
提
案
す
る
。

答　
①
や
②
に
つ
い
て
は
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
い

る
。

③
に
つ
い
て
は
町
独
自
の
補

助
を
活
用
し
て
い
る
。

問　
気
候
危
機
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

答　
農
業
経
営
に
甚
大
な
影

響
を
与
え
る
。

　

品
種
改
良
や
新
し
い
技
術

の
導
入
を
す
る
。

問　
財
源
を
伺
う
。

答　
各
年
度
で
財
政
調
整
す

る
。

問　
介
護
保
険
事
業
計
画
ど

お
り
に
予
算
は
組
ま
れ
て
い

る
か
。

答　
一
部
乖
離
が
発
生
し
て

い
る
。
補
正
予
算
等
で
、
対

応
し
た
い
。

問　
要
支
援
１
・
２
は
、
申

請
か
ら
認
定
ま
で
長
い
が
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
。

答　
規
定
で
30
日
と
定
め
て

い
る
。
延
期
の
場
合
は
通
知

を
出
す
。
昨
年
ま
で
40
件

だ
っ
た
が
、
月
に
よ
っ
て
は

６0
件
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。

認
定
医
調
査
の
た
め
時
間
を

要
す
状
況
だ
。

問　
中
央
公
民
館
の
女
子
用

ト
イ
レ
が
少
な
い
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

答　
増
築
は
難
し
い
。

問　
女
子
用
ト
イ
レ
は
い
く

つ
か
。

答　
和
式
が
１
つ
、
様
式
が

２
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
。

級
数
に
お
け
る
学
校
図
書
館

図
書
標
準
を
満
た
し
て
い
る

状
況
だ
。

問　
図
書
標
準
を
達
成
し
て

も
、
古
い
図
書
を
含
ん
で
達

成
し
た
と
し
て
も
意
味
の
な

い
も
の
と
思
う
が
、
新
し
い

蔵
書
を
購
入
す
る
図
書
予
算

は
い
か
が
か
。

答　
学
校
図
書
に
つ
い
て
は
、

時
代
を
捉
え
た
児
童
・
生
徒

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
書
籍
の

配
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
小
中

学
校
の
蔵
書
購
入
予
算
は
、

各
小
学
校
1８
万
円
、
中
学
校

50
万
円
の
予
算
措
置
を
し
て

い
る
。

大
規
模
に
な
ら
な
い
で
よ
い
か
ら
、

食
え
る
農
業
に

※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
は

自
分
の
現
在
位
置
を
測
定
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

生
物
多
様
性
や
環
境
、
暮
ら

し
を
守
り
た
い

鳩
山
あ
ん
ず
は
花
が

き
れ
い
で
、
味
は
お

い
し
い

野
田
小
百
合 

議
員

小
鷹
　
房
義 

議
員

太陽光発電施設条例の見直しを
研究をすすめたい

太陽光発電施設

あんずの生産量は

約３.８トン

町の特産品

特
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
い

て問　
鳩
山
町
に
は
、
ど
の
よ

う
な
特
産
品
が
あ
る
の
か
伺

う
。

答　
肉
用
牛
や
乳
用
牛
、
米
、

大
豆
、
小
麦
、
野
菜
な
ど
、

多
種
多
様
で
あ
る
。
農
業
産

出
額
で
は
、
１
位
が
野
菜
で

１
億
４
千
万
円
、
２
位
が
肉

用
牛
で
１
億
３
千
万
円
、
３

位
が
米
で
９
千
万
円
で
あ
る
。

問　
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　
各
事
業
者
が
個
々
に
取

り
組
ん
で
い
る
状
況
で
、
は

と
や
ま
祭
や
地
球
観
測
セ
ン

タ
ー
の
一
般
公
開
な
ど
、
消

費
者
へ
の
直
接
販
売
に
よ
り

周
知
し
て
い
た
だ
く
機
会
を

確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

問　
特
産
品
と
し
て
新
た
に

あ
ん
ず
を
加
え
て
み
て
は
い

か
が
か
。

答　
あ
ん
ず
ジ
ャ
ム
の
製
造

販
売
、
あ
ん
ず
の
シ
ロ
ッ
プ

漬
け
の
試
作
を
行
う
な
ど
、

６
次
産
業
に
向
け
た
取
り
組

み
も
進
め
て
い
る
。
こ
の
特

産
品
を
目
当
て
に
本
町
を
訪

問
し
て
い
た
だ
く
、
き
っ
か

問　
役
場
と
の
事
前
協
議
や

住
民
説
明
会
、
事
業
計
画
書

提
出
後
に
、
事
業
が
進
ん
で

い
な
い
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
平
成
30
年
度
か
ら
の
計

画
届
出
件
数
3６
件
に
対
し
、

実
質
的
に
13
件
が
未
稼
働
。

う
ち
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
失
効
し
た

も
の
は
３
件
。

問　
竹
本
地
内
の
大
規
模
計

画
（
現
在
あ
る
計
画
の
中
で

県
内
２
番
目
の
規
模
）
の
現

状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
旧
玉
川
高
校
南
側
の
面

積
約
４
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

案
件
は
、
既
に
住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
地
域
了
承
が
得

ら
れ
て
い
る
。
１
月
に
、
県

が
林
地
開
発
を
許
可
し
た
。

　

黒
石
神
社
北
側
の
面
積
約

８
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
案
件

は
、
林
地
開
発
許
可
の
事
前

相
談
の
段
階
。

問　
国
や
県
の
法
律
や
条
例

等
を
使
っ
て
、
開
発
規
制
で

き
な
い
か
。

答　
各
種
法
令
に
抵
触
す
る

制
限
は
、
難
し
い
。

問　
よ
り
実
効
性
の
あ
る
条

例
見
直
し
を
考
え
な
い
か
。

答　
研
究
を
す
す
め
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員

問　
正
規
職
員
と
会
計
年
度

任
用
職
員
の
人
数
及
び
男
女

比
率
は
。

答　
正
規
職
員
は
１
２
１
人
、

う
ち
女
性
は
3６
％
。
会
計
年

度
任
用
職
員
は
８６
人
、
う
ち

女
性
は
7６
％
。

問　
３
年
や
５
年
で
再
任
用

期
間
を
切
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
鳩
山
で
は
い
か
が
か
。

答　
期
間
は
切
ら
な
い
。

問　
再
任
用
を
希
望
さ
れ
な

い
職
種
だ
け
、
公
募
し
て
は

い
か
が
か
。

答　
法
律
上
、
公
募
が
必
須

で
は
な
い
が
、
で
き
る
だ
け

広
く
募
集
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
総
務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
あ
る
。

け
に
な
っ
て
町
の
賑
わ
い
が

生
ま
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

あ
ん
ず
を
ど
の
よ
う
な
形
で

給
食
に
利
用
し
て
い
る
か
。

答　
あ
ん
ず
ジ
ャ
ム
に
加
え

て
、
あ
ん
ず
カ
レ
ー
や
あ
ん

ず
の
蒸
し
パ
ン
な
ど
に
調
理

し
、
献
立
と
し
て
児
童
・
生

徒
に
提
供
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て

問　
１
人
で
何
区
画
ま
で
借

受
け
で
き
る
の
か
伺
う
。

答　
51
人
中
33
人
が
複
数
区

画
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
農
園
の
設
備
は
ど
の
よ

う
か
（
農
具
・
水
道
）。

答　
手
洗
用
の
上
水
道
・
水

や
り
用
の
井
戸
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
な
ど
で
、
ふ
れ
あ
い

農
園
の
管
理
者
が
１
人
配
置

さ
れ
て
お
り
、
農
具
の
管
理

を
し
て
い
る
。

鳩山産あんずの旗上げ

２
0
２
0
年
に
崩
落
し
た
嵐
山
町

に
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

※
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
任

期
１
年
の
非
正
規
雇
用
の
職
員

で
す
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

仮
宿
完
了
ま
で
他
の

企
業
進
出
は
不
可
能

石
井
　
計
次 

議
員

仮宿地区への事業者の進捗状況は
資材の高騰で事業計画を再検討中

企業誘致の現状

ご意見・ご感想ありがとうございましたご意見・ご感想ありがとうございました
今後の議会活動に活かしていきます

◦�役場の職場環境が暗くて乱雑で町民を迎え
る雰囲気があまり感じられなかった。毎日
いるとマンネリで感じなくなるのではない
でしょうか。どこかの庁舎を見学してはど
うか、と思いました。（70代以上）
◦�傍聴席から出席議員の顔が見えないのでモ
ニターを設置してほしい！（70代以上）
　◦同様の意見がもう１件　（70代以上）

今一番関心があることは
◦�町債が15年前の29億円から現在の65億円と
約36億円も増加した要因について、改めて
解析し、適正であったか、又、改善策を公
表すべきと考えます。（70代以上）
◦�人口減少特に出生数の減少に対する具体的
な対策（70代以上）
◦�町の財政（70代以上）
◦�企業誘致（70代以上）

傍聴アンケートより
◦�自宅に接する道路には街灯がほとんど
なく、安全上問題があるので街灯の設
置を（60代）
◦�企業に対する違約金減額議案の反対討
論がのっていましたが、最後まで追及
していくべき。なんと、町ではここに
43億円もの発注をしたと。自分の所だ
けよければどうでもいいのか！と言い
たい。（60代）
◦�議案に対する各議員の賛否は大変参考
になる。（80代）
◦�行財政改革、実行して借金を減らして
ほしい。（60代）
◦�幸福度ランキング全国１位になったた
め、他県の議会の皆様が視察に来られ
ることはとてもすばらしいことと思い
ます。

クイズ感想より

問　
仮
宿
地
区
へ
の
進
出
企

業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　
現
在
１
社
の
事
業
者
か

ら
相
談
を
受
け
て
い
る
。
事

業
者
と
し
て
は
、
建
設
資
材

の
高
騰
な
ど
を
踏
ま
え
、
事

業
計
画
等
を
改
め
て
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
昨
年
10
月
、
県
の
建
ペ

イ
率
・
容
積
率
の
規
制
緩
和

が
認
め
ら
れ
た
。
進
出
企
業

側
に
と
っ
て
も
優
位
な
環
境

が
で
き
た
筈
だ
が
検
討
の
結

果
時
期
に
つ
い
て
、
町
は
事

業
者
か
ら
状
況
を
聞
い
て
い

る
か
伺
う
。

答　
本
年
１
月
中
旬
、
事
業

者
が
来
庁
さ
れ
た
。
現
状
の

確
認
等
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

問　
仮
宿
地
区
へ
の
進
出
企

業
の
建
物
の
完
成
ま
で
５
年

な
の
か
６
年
な
の
か
全
く
予

想
で
き
な
い
。
総
量
規
制
の

制
約
で
当
町
へ
の
新
た
な
企

業
誘
致
は
不
可
能
な
状
況
に

あ
る
。

　

町
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
伺
う
。

答　
質
問
の
と
お
り
着
手
で

き
な
い
現
状
に
あ
る
。

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
つ

い
て
（
総
量
規
制
の
制
約
な

し
）

問　
昨
年
12
月
2８
日
、
国
は
、

同
法
の
基
本
方
針
を
一
部
改

正
し
た
。

　

当
町
は
同
法
を
活
用
し
な

い
と
仮
宿
が
完
了
す
る
ま
で

新
た
な
企
業
進
出
へ
動
け
な

い
。
今
回
、
緩
和
策
を
国
が

示
し
た
こ
と
に
当
町
は
、
真

剣
に
活
用
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
地
域
未
来
投
資
促
進
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た
な

開
発
手
法
の
希
望
が
見
え
て

き
た
。
同
法
の
活
用
が
、
本

町
の
未
来
を
築
く
一
歩
と
な

る
側
面
も
あ
る
。

　

期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
不

透
明
だ
が
、
活
用
で
き
る
よ

う
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

新
た
な
開
発
手
法
の
新
法
に
期
待
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令
和
6
年
2
月
14
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
・
町
と
地
権
者
と
の
用

地
交
渉
は
現
在
継
続
中
で
、

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
令
和

５
年
度
に
鳩
川
左
岸
改
修
工

事
が
一
部
完
了
し
、
現
在
は

重
郎
橋
下
流
の
崩
落
部
分
が

工
事
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

用
地
買
収
完
了
後
の
予
定

と
し
て
は
、
重
郎
橋
を
取
り

壊
し
、
新
し
い
橋
を
建
設
す

る
た
め
、
県
道
岩
殿
岩
井
線

の
工
事
が
実
施
さ
れ
る
前
に

仮
設
道
路
を
作
る
予
定
と
の

　

令
和
６
年
２
月
８
日
、
所

管
の
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

鳩
山
町
で
は
、
令
和
５
年
６

月
に
今
宿
小
学
校
放
課
後
子

ど
も
教
室
（
今
宿
キ
ッ
ズ
）

を
開
設
し
、
学
習
活
動
、
体

験
活
動
、
交
流
活
動
、
遊
び

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

毎
週
木
曜
日
の
放
課
後
か

ら
午
後
４
時
50
分
頃
ま
で
と

し
、
開
放
時
間
は
２
時
間
程

度
、
余
裕
教
室
、
図
工
室
、

体
育
館
等
を
活
用
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
開
催
日
数
は
、

今
年
度
は
１
年
間
で
27
回
の

教
室
を
実
施
す
る
予
定
で
、

今
宿
小
学
校
に
通
う
１
年
生

か
ら
３
年
生
の
４
割
ほ
ど
の

　

令
和
５
年
12
月
13
日
に
施

行
さ
れ
た
空
家
対
策
特
措
法

の
改
正
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
当
改
正
で
は
、

空
家
所
有
者
の
責
務
が
強
化

さ
れ
、
管
理
不
全
空
家
に
対

し
て
指
導
・
勧
告
し
、
固
定

資
産
税
の
特
例
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
町
で
は
、
特
定
空
家

５
件
を
指
定
し
て
お
り
、
対

応
を
具
体
的
に
進
め
る
に
あ

た
り
、
判
定
基
準
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
県
と
の
協
議
を

重
ね
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
助
言
・
指

導
、
勧
告
等
へ
進
め
る
上
で

各
々
の
期
限
を
定
め
、
基
本

的
な
進
め
方
の
イ
メ
ー
ジ
を

示
す
よ
う
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

調
査
事
項

調
査
事
項

県
道
改
良
工
事
の
事
業
計
画
を
提
示
す

る
よ
う
要
請

地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

県
道
岩
殿
岩
井
線
改
良

県
道
岩
殿
岩
井
線
改
良

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
い
て

放
課
後
子
ど
も
教
室
に

放
課
後
子
ど
も
教
室
に

つ
い
て

つ
い
て

現
地
視
察

現
地
視
察��

今
宿
キ
ッ
ズ

今
宿
キ
ッ
ズ

空
き
家
対
策
の
進
捗
に

空
き
家
対
策
の
進
捗
に

つ
い
て

つ
い
て

こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
県
が
主
体

的
に
実
施
す
る
の
は
理
解
で

き
る
が
、
町
と
し
て
工
事
の

概
要
や
計
画
を
把
握
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い

う
意
見
が
あ
り
、
改
良
工
事

の
図
面
や
事
業
計
画
は
、
県

の
令
和
６
年
度
事
業
計
画
と

し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を

入
手
し
提
示
す
る
よ
う
、
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
34
人
が
登
録
し
て
い
ま

す
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
運
営
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
１
人
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を

行
う
教
育
活
動
推
進
委
員
が

１
人
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

及
び
教
育
活
動
推
進
委
員
を

補
佐
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
の
補
助
を
行
う
教
育
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー
1６
人
が
従
事
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
鳩
山

小
学
校
で
は
来
年
度
、
亀
井

小
学
校
に
関
し
て
は
、
保
護

者
の
方
の
要
望
、
運
営
委
員

会
の
協
議
を
経
て
進
め
て
い

く
考
え
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
学
童
、
学

校
と
の
関
係
で
問
題
は
な
い

か
、
学
童
の
子
ど
も
た
ち
と

も
連
携
を
取
っ
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
、
冬
の
迎
え

は
安
全
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
移

動
し
て
現
地
視
察
を
行
い
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

触
れ
て
、
福
祉
文
教
委
員
会

を
終
わ
り
ま
し
た
。

か
、
保
護
者
の
方
々
に
も
理

解
を
求
め
な
が
ら
整
理
し
て

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
等
の

要
望
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

大雨で冠水した県道

特定空家を指定

放
課
後
子
ど
も
教
室　

視
察
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役目を終えた高倉クリーンセンター

17市町村で広域指令が可能となっ
た、飯能日高消防署内に新たに設置
した埼玉西部地域消防指令センター

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
６
議
案
で
、

監
査
委
員
に
当
町
監
査
委
員

の
戸
口
章
氏
が
引
き
続
き
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
予
算
は
３

億
３
６
６
０
万
円
で
、
破
砕

ポ
ン
プ
修
繕
や
第
１
し
尿
貯

留
槽
修
繕
な
ど
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
の
負
担
額
は
３
２
７
４

万
円
で
す
。

　

２
月
1６
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は

13
億
１
４
０
４
万
円
で
鳩
山

町
の
負
担
金
は
３
億
１
５
４

３
万
円
で
す
。
そ
の
他
、
監

査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
や
、

令
和
５
年
度
補
正
予
算
な
ど

提
出
さ
れ
た
６
議
案
は
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
災
害

時
に
お
け
る
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
金
額
30
万
３
６
０
０

円
及
び
11
万
円
等
の
専
決
処

分
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
に
は
鶴
ヶ
島
市

在
住
の
鈴
木
眞
治
氏
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
焼
却
場
の
高
倉
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
費
が

13
億
２
６
３
３
万
円
で
落
札

さ
れ
、
令
和
７
年
度
に
完
了

予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

２
月
２
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
副
管
理
者
、
組
合
議
員

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
令
和
５
年
度
補

正
予
算
、
令
和
６
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て
、
す
べ
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
の
総
額

は
、
２
億
２
８
１
０
万
円
で

す
。

　

２
月
13
日
に
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

構
成
３
町
の
公
共
下
水
道

管
き
ょ
整
備
工
事
が
終
了
し

ま
す
。

　

処
理
施
設
に
つ
い
て
は
鳩

山
第
２
中
継
ポ
ン
プ
場
災
害

復
旧
工
事
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
は
経
営
戦

略
が
策
定
さ
れ
、
財
政
健
全

化
に
向
け
た
対
策
と
し
て
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
策
定
が
あ
り
、
下
水
道
料

金
が
今
後
い
く
ら
に
な
る
の

か
、
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
広
域
化
の
要
請

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

広
域
静
苑
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

（
汚
泥
処
理
の
共
同
化
、
汚

泥
処
理
施
設
の
統
廃
合
や
、

災
害
発
生
時
に
備
え
た
事
前

の
準
備
等
）
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

鳩
山
町
の
負
担
金
は
１
億

４
９
７
１
万
円
で
す
。

一部事務組合負担金　当初予算推移
（単位：万円）

R4 R５ R６

坂戸地区衛生組合 2581 3324 3274

埼玉西部環境保全組合 1億9805 1億8334 2億1297

西入間広域消防組合 2億9851 3億1322 3億1543

毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 1億3065 1億4681 1億4971

広域静苑組合 914 981 959

合　　　　計 6億6216 6億8642 7億2044

鳩山町一般会計当初予算額 56億7800 53億900 54億8400

鳩山町一般会計当初予算額に占める割合 11.66％ 12.92％ 13.13％
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第
１64
号
編
集
委
員

委
員
長�

大
賀　

広
史

委　

員�

石
井　

計
次

委　

員�

松
浪
健
一
郎

委　

員�

小
鷹　

房
義

委　

員�

中
山　

明
美

委　

員�

清
水　

秀
幸

次回定例会は６月４日から
（予定）

■�請願、陳情は５月27日17時までに提出してください。

編
集
後
記

●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

1６

　

議
会
事
務
局�

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
５
月
31
日
㈮

★
前
号
の
答
え

　

①
ハ　

②
イ

163
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
圡　

方　
　
　

功　

様

〇
奈　

良　
　
　

豊　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

�

令
和
6
年
度
一
般
会
計
予

算
の
予
算
額
は
？

　
　

イ 

約
44
億
円

　
　

ロ 

約
54
億
円

　
　

ハ 

約
64
億
円

問
題
２

　

�

か
ま
あ
と
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
地
は
？

　
　

イ 

今
宿
コ
ミ
セ
ン

　
　

ロ 

ち
ょ
っ
く
ま

　
　

ハ 

農
村
公
園

問
題
３

　

�

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●参加された皆さんの声
・今までとは違う感じのイベントだった
・出店(キッチンカーなど)がいっぱいあって賑や
かだった
・ワークショップがリーズナブルでよかった
・勉強になった
・小雨模様だったがスタッフ出店のみなさま、お
疲れ様でした
・定番イベントになるとよいですね…etc.

　国指定史跡に指定された「南比企窯跡」の１周
年を記念したイベントが３月20日、鳩山町農村公
園で開催されました。
　３月４日から開催された特別展「南比企窯跡
展」の特設会場としての展示や、国指定史跡の一
部である石田遺跡のガイドツアー、文化財のワー
クショップが開催されました。
　会場内の農村公園内では「窯」や「焼」にまつ
わる食の出店や、ものづくり・ハンドメイドの出
店、ワークショップ等で参加者も楽しんでいる様
子でした。

かまあとマルシェかまあとマルシェ
国指定南比企窯跡×食×ものづくり国指定南比企窯跡×食×ものづくり

　

鳩
山
町
に
は
南
比
企
窯
跡

群
と
呼
ば
れ
る
東
日
本
最
大

級
の
窯
跡
が
あ
り
、
６
世
紀

初
頭
か
ら
10
世
紀
前
半
ま
で

須
江
器
や
国
分
寺
瓦
を
生
産

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
国
指
定
を
受
け
、
３
月
４

日
か
ら
31
日
迄
一
般
公
開
と

な
り
ま
し
た
。
３
月
20
日
は

農
村
公
園
入
口
で
「
窯
跡
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
か
れ
一
日
だ

け
外
部
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

遠
方
よ
り
訪
れ
た
方
に
は
、

町
の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

焼
き
も
の
は
立
地
条
件
が

揃
っ
て
良
い
製
品
が
で
き
ま

す
。
40
㎞
離
れ
た
武
蔵
国
分

寺
ま
で
重
い
瓦
を
運
ん
だ
こ

と
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

今
回
南
比
企
窯
跡
群
が
国
指

定
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

　

古
代
へ
の
ロ
マ
ン
が
あ
り

ま
す
ね
。�

（
小
鷹
）


